
彙
内
報

京
大
國
史
早
撃
魏
報

譲
一
霞
、
箆
畢

．
鍼
欝
＋
鉱
糧

鷺
注
記
醗
方
蕪
。
柴
槻
助
教
授
以
下
暫
鍛
名
。

八
幡
町
役
揚
（
八
幡
町
典
鼠
毛
欝
）
、
地
三
面

八
幡
・
宮
、
大
島
奥
津
島
瀞
　
灘
（
以
上
班
瀬
頭
文

欝
）
、
　
畏
命
轡
（
佛
擦
・
紛
醐
・
古
文
欝
）
を

見
攣
⑤

　
＋
二
難
隅
H

呼
出
灘
槻
灘
裁
轡
及
び
爵
面
白
由
紳
瓶
◎
離
藏

、
院
を
箆
雄
。
柴
鱒
助
教
授
以
下
約
二
か
名
。

　
幽
醐
鐙
桐
醗
ム
簸
幽
《
働
矧
　
　
　
｛
ハ
蹄
〃
｛
ハ
櫓
脚
（
難
）

　
、
丈
鎌
脚
鎮
吋
敏
鋸
に
於
て
鵜
催

醗
史
醸
耕
究
の
、
擬
向
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
、
　
蘇
韓
筑

明
瞭
認
を
一
心
と
し
て
み
た
公
武
の
激
婚
に
つ

い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
舛
蹴
氏

鎌
愈
聯
代
に
於
け
る
陰
影
摩
岬
の
飽
活
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
贋

近
七
八
櫓
町
の
糠
申
…
問
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
田
、

座
論
期
の
総
繊
　
　
　
　
　
　
　
三
害

郷蝋

叙
?
荒
桝
櫓
悌
に
つ
い
て
　
　

離U

中
樋
的
澱
山
雨
の
一
考
察
　
　
田
中

　
　
　
　
や

切
支
丹
史
研
究
上
の
一
嵩
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
購

満
氏

修
二
氏

　
希
氏

　
久
氏
．
幕
議

鍵
氏

　
膿
麹
鼠
穴
盤
　
十
二
丹
灘
欝
（
騰
）

丈
横
・
蔀
餓
二
幅
鍵
に
於
て
次
の
研
鎮
撫
褒
を
略

、
魏
同
心
掬
簸
に
於
て
は
史
料
展
槻
を
行
っ
た
。

滞
W
漕
の
雁
史
樫
3
m
嗣
會
の
欝
に
代
へ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黎
鶴
　
　
賀
義

中
灘
靴
脅
留
縫
史
の
購
題
　
　
窩
罵
．
桝
薩
氏

欝
本
爽
徳
に
於
け
み
生
あ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岡
　
継
二
氏

牝
軍
門
饗
砂
蟹
鷹
移
鋭

典
鰐
勢
働
の
糠
式
的
展
覇

霊
代
典
群
鶴
泓
見

閉
曾
ρ
階

髭
策
　
　
重
筑

苧
由
敏
殆
郡
氏

絢
根
無
穴
部
琉
．

一
聯
鼎
膨
蘂
矯

嘱
σ
ご

京
大
考
・
貯
塾
闘
…
係
鵡
繋
報

　
闘
本
轡
古
展
三
一

　
満
議
肖
臨
罵
凱
霧
…
孤
キ
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
同
つ
と

し
て
一
般
寵
禽
人
め
考
古
離
的
知
議
を
欝
め
る

娩繍

?
で
慌
髄
乃
閥
”
か
ら
四
十
“
照
U
奈
孟
民
國
立
博

物
館
に
於
て
闘
本
・
考
古
展
愛
開
催
し
た
。
鷲
石

器
惣
代
か
ら
古
墳
聴
代
に
わ
た
る
鮮
明
な
鐙
跡

の
胃
搬
直
土
蔓
物
を
ゆ
心
と
し
、
多
而
数
の
欝
血

品
を
論
幽
か
ら
集
め
て
、
具
体
酌
に
考
宵
愚
約

知
識
を
附
輿
す
る
の
に
大
い
に
貫
註
す
る
飯
が

あ
っ
た
。

　
劉
馬
の
潔
古
雄
酌
調
査
　
　
　
　
　
　
県

　
由
果
簾
盛
げ
轡
…
羅
丁
會
の
灘
一
陽
「
調
祢
叫
が
寛
…
大
を
無
心

に
し
τ
，
野
晒
＋
隅
H
よ
り
約
M
ケ
海
牛
に
わ

た
っ
て
行
は
れ
た
Φ
梅
醸
敬
授
を
豫
長
諾
し
水

野
謙
囎
以
箏
数
窒
聚
閥
劣
が
之
降
難
燃
、
多
大

　
役
回
歪
総
げ
た
9
血
な
る
懸
命
と
し
て
は
憲

釦　留
に
於
け
る
翻
交
畿
嬢
舞
、
泉
の
麹
糟
併
用

　
　
　
　
　
　
　
　
な

蟹
、
饗
谷
の
湖
窟
顕
爵
鑛
が
あ
夢
、
そ
の
他
魯

鋤
の
繍
践
櫓
、
麟
石
簾
、
横
穴
磯
灘
鍵
縫
、
画

く鶏6り



鉾
鍋
劇
關
係
の
競
灘
か
ら
肋
、
腿
史
聯
代
蘭
保
に

釜
る
雲
で
、
殆
ど
凡
ゆ
る
分
野
に
わ
た
り
，
地

域
的
煽
祠
魚
魂
り
慧
ハ
癖
u
的
疲
円
果
を
競
耀
・
げ
た
の
で
あ

る
O
そ
の
勲
㈱
藻
轡
ん
は
鵡
A
古
か
ら
我
闘
門
の
北
九

彊
丈
化
醐
内
に
あ
り
、
病
婦
丈
図
無
面
上
仲
介

的
特
色
は
戴
く
な
く
叩
”
甲
な
る
寄
港
地
的
意
義
し

か
麿
し
な
戸
，
た
3
と
蝦
蟹
る
。

勉
そ
の
他
の
辮
夙
繍
律
調
　
霧
嶋

　
…
…
三
年
炭
に
於
け
る
小
林
助
手
以
下
教
察
員

に
．
よ
る
調
齋
が
次
の
如
く
な
さ
れ
た
。

　
へ
　
伊
賀
幽
艶
脚
漏
依
那
古
村
石
画
古
墳
に

D
於
け
る
埴
輪
欝
恵
聡
智
の
調
嚢
　
八
無
擬
闘
よ

リ
虻
田
問

　
↓
｛
　
薪
濃
爾
下
高
井
郡
長
丘
麓
二
親
旋
の
濃

獺
∵
鵜
轟
㎜
　
九
墨
壷
鐸
よ
堕
心
素
窃
問

　
凱
．
嘗
濃
閥
下
高
弥
楽
長
焦
村
栗
林
彌
生
式

漣
蹟
竪
穴
の
畿
婦
p
査
　
十
一
湾
四
“
よ
り
十

八
鑓
間

　
気
　
鹿
艶
島
縣
欄
島
武
総
歯
式
貝
嶽
嚢
蠕
詞

査
二
＋
瞬
箏
叫
諺
臨
H
よ
リ
離
飯
間
，

　
O
考
古
募
霞
瓢
建
一
島
瞬
貞
彦
民
蓮
悼
認
念

　
も
と
考
古
學
教
峯
の
助
手
と
し
て
長
い
問
教

案…

ﾌ
仕
寓
・
を
し
て
下
さ
っ
た
島
朗
貞
回
診
氏
が
℃

昭
瀦
二
＋
二
年
乎
二
年
二
穴
窺
　
旋
願
の
籏
陵

鋸
病
院
に
於
で
死
轟
せ
ら
れ
た
の
を
難
悼
す
る

鷲…

�
ｩ
ね
て
窮
鼠
學
談
話
會
を
十
二
廻
十
　
田

に
開
い
た
。
澱
陣
面
罵
引
励
職
鋸
…
悉
無
W
の
令
r
弟
に
網
胃
峨
凹

席
を
顕
ひ
宮
崎
、
瞬
村
、
水
野
、
柴
腿
請
先
血

の
帰
心
ひ
萬
話
あ
り
、
つ
い
で
教
蜜
疑
諸
氏
に
よ

る
次
の
獅
き
鋼
弾
重
鎮
が
あ
っ
た
。

『
鍔
馬
下
行
談

一、

M
州
慕
林
の
彌
魔
式
澱
藍

田
、
信
粥
長
丘
籾
宵
覗
の
調
査

一
つ
伊
脚
八
眉
由
肖
轡
μ
墳
の
獲
糧
川

て
憲
賀
の
獲
粛

史

藥
研
究
會
＿々飯
f鱒二

報

澄辻概坪松
藤オ血涙ヲ1：跨

義憲浩清一・
郎治一一・足敏

　
固
織
　
十
1
一
驚
十
口
　
於
嬢
都
穴
學
工
學
部

　
　
　
　
奇
獣
醜
室
「
斑
倉
繊
麗
　
物
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
小
野
　
勝
年
氏

　
虚
根
　
菊
回
る
十
｝
月
十
四
賢
陶
洛
束
東
瀦

寺
に
於
℃
行
怯
れ
、
．
午
酋
＋
時
よ
蓼
寺
寅
の
見

撃
、
牟
后
一
時
よ
登
園
纈
廣
問
に
於
て
、
公
開

継町

於
ﾏ
師
．
凝
刺
帝
h
期
に
よ
る
藩
肱
畿
鼓
の
蛍
漕
｝
が
｛
賀

は
れ
た
。
來
會
者
百
除
名

　　　　醐　　　’　．．油　　閲　㎞　■　　了　．　而　　内　’　　　　…　．　．．…　、　叩　　■mh

　
「
騰
演
歯
し

左
の
附
民
の
研
兜
獲
表
が
あ
っ
た
。

「
へ
窃
ド
ト
ス
の
地
理
的
世
界
に
就
て
」

　
　
　
　
京
大
朗
教
授
》
織
栂
　
武
雄
氏

門
東
の
蕪
園
と
薄
の
三
園
」

　
　
　
　
瑛
大
助
教
授
　
　
籔
月
　
詣
吾
畿

　
「
騨
講
異
の
敗
渡
」

　
鞭
餌
高
翫
掘
川
に
轟
器
き
勘
楓
選
の
飾
禰
賄
い
、
左
の
十
蕊
氏

が
選
撫
せ
ら
れ
た
。

㎏
　
潴
園

那
波
利
典

梅
賑
宋
治

宮
隣
虜
宛

期
国
賓
蓬

陶
ほ
、

聾
上
智
勇

。
塘
、
回
．
　
　
ゴ
湘
李

甫
滋
　
ガ
草

黒
贔
彰
拠

㌧
占
榊
H
　
　
舳
遥
t

y
ノ
｝
　
　
　
窪

見
嫁
茂
樹

織
田
鍛
之
亮

水
野
清
一

赤
松
俊
秀

峨
濡
H
焦
～
悠

嬬
窪
「
F
3
ゑ

藤
岡
謙
一
廊

　
　
　
　
二
千
名
以
上
の
本
倫
“
乗
員
を
有
す
る

宏
融
の
各
校
よ
り
夫
々
左
の
諸
代
が
評
議
員
に

選
士
せ
ら
れ
た
。

　
　
大
谷
大
學
　
　
　
野
上
　
俊
解

　
　
龍
谷
大
証
　
　
　
小
笠
凍
穴
秀

　　

負
V
鍮
聴
）
皐
二
郎

　
　
離
岡
師
競
　
　
・
　
柴
山
　
英
叫
（
委
嚇
）

京
大
地
理
藥
皇
考
官
報

網
9
二

（溺5）●
．



癩
理
訴
雛
器
露
火
翻
＋
万
＋
薫
錘
的

鋤
九
縛
よ
り
翠
竹
麿
七
士
凝
名

山、

嵂
冾
?
欝
　
　
　
　
　
　
露
田
　
敬
事

二
、
膿
溜
宛
湖
の
窃
然
と
丈
化
の
特
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻
井
淳
一

露
》
寛
…
都
斑
〃
漁
｝
肉
錦
　
の
地
形
の
謡
℃
黛
に
つ

　
　
い
て
　
　
　
　
　
、
水
絢
　
陶
率

環
、
嘉
ジ
エ
リ
ア
の
電
場
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磐
鶴
　
慶
漕

誠
、
ア
ン
ド
ロ
ニ
訓
ス
ゆ
画
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
泳
津
　
M
鋤

編ハ

A
　
磯
㎝
巾
・
革
野
の
集
落
研
躍
　
　
鉢
　
　
　
蝿
叩
じ

七
、
交
溢
立
地
に
騰
す
る
事
輌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院
議
　
茂
劣

八
当
導
ー
ロ
ツ
パ
人
欝
日
日
諭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
恥
醐
嵩
羅

九
、
現
代
國
家
の
触
難
的
構
懸
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀦
越
　
謙
鮫

牽
、
灘
翻
利
用
ゑ
の
剛
陶
題
辞
上
勝
代
田

雲
．
濾
代
湾
南
欝
の
騨
乏
鋪
　
酎
野
懸
博

，
憲
、
無
配
転
化
論
　
　
　
　
　
灘
欝
　
俊
二

叢
、
農
藥
触
灘
に
解
す
る
叫
、
ご
一
の
樹
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
曜
　
．
詮
珊
窟
宏
錫

憲
噂
黄
島
の
発
史
旧
跡
　
　
藤
附
謙
瓢
郷

び　
霊
、
概
ホ
の
貿
易
と
慮
然
遺
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
勢
武
敏

　
潔
ハ
、
風
脚
に
つ
い
て
そ
の
露
熱
斜
羅
酌
理
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煙
水
願
触
郎
「

　
霊
、
閉
曾
の
麟
　
　
　
　
　
　
藤
岡
謙
二
郎

　
絡
了
後
、
否
々
彊
に
て
輪
軸
一
蓋
を
開
き
、
…
粥

席
脅
誠
＋
畿
名
。

　
人
丈
地
理
簸
露

　
本
年
黒
”
從
來
の
帯
磁
本
地
難
鞭
會
が
聚
展

鹸
陶
解
…
溝
…
を
と
げ
て
謎
撫
し
た
も
の
で
、
ゑ
醐
悶
附

愚
の
恋
に
呼
び
か
酵
て
る
る
。
聯
帖
勝
所
…
を
｛
小
冊

地
難
雄
鍛
憲
に
鷺
き
機
難
解
と
し
て
「
入
丈
地

理
」
を
贋
判
し
て
み
る
。
既
に
三
澱
を
駕
し
噂

愈
鍛
籔
約
翻
茸
名
。

　
鷺
本
鐘
理
暴
麟

　
四
”
蹉
十
疑
、
銭
”
噸
鷺
の
辮
黙
、
東
大
に

於
て
庫
黒
焦
大
軍
を
禽
櫨
．
水
學
關
係
の
柵
究

撫蹴

E低

D
次
の
通
り
で
あ
鳥
。
「

　
両
醗
盆
地
溺
部
の
鱗
濠
郷
里
藤
醐
謙
二
郎

　
都
竃
醐
に
㈱
す
る
剛
考
鑛
　
　
織
塒
　
鍛
維

　
盾
塊
闘
に
帰
れ
友
大
愚
群
　
・
水
灘
　
禰
、
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫
0
欄

溝
代
に
も
窪
影
瀧
北
雀
の
洪
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湾
野

轡
働
竈
興
難
路
聖
歌
の
∵
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
尾

癖
簿

明
正

縫
上
灌
灘
水
利
願
事
及
水
利
鵜
題
の
地
域
的

犠
纏
　
　
　
　
　
．
　
　
講
多
紺
俊
夫

、
京
大
餌
洋
墾
關
係
彙
報

　
讃
欝
露
大
藤

　
十
國
鯵
…
識
“
．
華
鋤
十
臨
よ
り
、
百
万
煽
了

藩
礎
に
て
、
鍛
瞬
縄
誠
太
郎
・
憾
川
薪
…
筑
等

の
慰
練
禽
あ
η
○
率
縫
痴
時
よ
リ
、
畿
演
説
に

移
夢
こ
隙
数
授
よ
蓼
検
拶
κ
代
へ
「
聴
紳
史
の

課
題
』
毒
興
し
講
演
あ
り
、
絡
っ
て
流
の
研
究
、

獲
畿
が
あ
っ
た
・
・
〆

　
噛
、
欄
…
、
i
チ
諏
煮
ヅ
ル
ツ
ク
ハ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禽
鴇
　
維
次
畿

　
一
、
機
炭
豹
露
観
　
　
　
、
　
術
弾
　
克
巴
畿

　
…
、
1
2
一
墾
欝
窯
鷹
に
つ
・
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼
翼
鍛
之
亮
筑

　
終
篇
」
癖
、
茶
簸
舜
…
に
篇
へ
り
．
九
大
の
小
林
跳
姫

露
郎
劇
職
檸
巡
覧
奥
の
赫
〃
隣
〃
疵
瞬
凹
ぴ
に
欝
欝
辮
娼
の
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．
出
塘
あ
り
σ

　
　
京
大
東
洋
史
關
係
彙
報

禦
洋
史
醗
器
露

　
十
圃
邦
七
教
午
箭
九
聯
よ
春
期
方
丈
化
研
究

班
削
回
…
に
於
て
、
二
十
三
年
慶
大
會
を
開
き
、

究
の
講
演
が
あ
っ
た
O

　
「
液
㈱
W
初
伽
既
糠
隅
山
一
業
の
M
轟
㍗
総
餌
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
井
彦
七
郎
臆

　
「
匹
田
流
民
と
黄
騰
關
尊
し
大
崎
富
士
夫
恥

　
「
三
…
滞
の
鋤
…
と
朝
繰
～
」
　
　
繭
旧
田
　
呂
冨
串
穴
氏

　
「
中
國
薬
代
帝
國
成
立
に
關
す
る
桝
考
察
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酋
鵬
宛
生
氏

　
鴨
明
代
の
申
明
寧
」
　
　
　
小
畑
　
龍
宍
氏

嘱
北
豊
強
銭
談
」
　
　
　
　
鐸
比
野
丈
夫
氏

　
「
鱗
河
の
職
に
つ
い
て
」
　
勿
田
　
　
明
氏

　
、
「
鞠
奴
は
動
何
な
る
人
腫
に
濁
す
る
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
　
吟
風
飛

　
「
井
拠
思
想
に
現
は
れ
鳶
近
隣
關
係
の
理
法
隔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
盛
光
氏

　
「
三
焦
古
代
封
建
制
度
の
起
源
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
具
塚
茂
樹
氏

　
「
泓
［
の
中
醐
門
鑑
研
短
冊
法
」
　
小
〃
管
　
乱
叉
乱
天
氏

　
支
郷
撃
露

　
欝
”
二
十
二
珂
　
午
后
一
時
よ
リ
博
戯
瓢
大

慈
交
響
部
第
”
八
教
釜
に
於
て
、
故
独
野
霞
喜
博

土
湿
柿
州
講
演
會
が
行
は
れ
た
。
羅
…
師
蚊
ぴ
に
題

R
左
の
疵
リ
。

　
「
諮
憎
野
先
生
の
山
万
法
」
　
　
　
報
告
川
幸
次
郎
民

　
「
簾
史
家
と
し
て
の
狸
郷
四
先
生
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
幣
　
市
鷺
民

　
「
殺
野
先
生
と
語
泓
Ψ
」
　
　
倉
石
武
四
郎
氏

　
「
諮
野
先
生
の
離
問
」
　
　
小
島
　
肩
馬
矯

　
「
閉
…
命
…
の
僻
」
　
　
　
　
　
柵
那
波
　
利
諏
風
氏

龍
谷
大
墨
史
墨
會
彙
報

　
典
墨
研
究
禽
倒
留

史
摯
研
究
會
改
組
後
策
腰
細
の
例
會
と
し
て
、

半
月
八
七
（
土
）
龍
大
岡
欝
館
講
堂
に
℃
、
「
文
化

醐
㊨
問
題
」
を
主
題
と
し
た
方
の
通
り
の
研

究
畿
表
が
あ
っ
た
。

　
「
ア
フ
リ
カ
丈
化
周
の
㎜
凹
題

　　　　　　．．t　　　　　國　，　一　　　　置　艸　鼎　　ゴ　　　閲　圃　圏　　　　踏　　　“　罰　　闇　　　　一　　　…

　tin
－　t　t　t　vrt　　　　　、’　　L　律　m　甲　　　　㎜　欄　　　i　　w　皿　一　“　，　「　　炉　油　－　　　　…　ヒ　　　…　’

　L　　旧　一　　「　　　　　　　　配　　　内…　　國　一一t

　
　
　
　
　
　
　
晦
　
　
　
岩
編
慶
治
飛

　
一
、
ア
ジ
ア
ポ
夢
グ
鳴
ツ
タ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
演
純
太
郎
氏

　
茄
潔
先
生
澄
瞬
配
念
史
雛
穴
魯

　
十
一
耳
十
飯
H
（
翔
）
午
後
N
、
隊
よ
り
囲
齊
餓

講
堂
に
で
開
口
。
記
念
…
講
演
は
燦
の
涌
…
り
で
あ

っ
た
。

　
剛
、
｛
果
M
國
眞
｛
ポ
門
茄
驚
の
磯
回
同
と
本
願
山
守
の
画
底

　
　
　
立
　
龍
谷
大
摯
教
授
　
宮
崎
　
闘
…
迎
氏

　
；
中
國
釈
教
史
上
の
諸
問
題

　
　
　
　
　
類
本
大
學
教
授
　
眉
珊
韓
之
助
氏

　
右
終
り
て
本
願
寺
飛
供
閣
に
て
観
賀
茶
話
會

を
催
す
。
東
方
丈
化
研
究
所
の
朋
田
駈
長
は
じ

め
、
轟
U
研
究
員
の
藷
…
氏
、
庸
山
臨
く
｛
暴
大
）
帯
黙
授
働

悪
報
（
阪
大
）
敏
授
、
野
上
（
谷
大
）
教
授
℃
浬
（
大

阪
外
專
）
教
授
、
そ
の
他
＋
畿
民
學
外
議
リ
來

へ川

h
。
龍
大
側
は
森
規
戸
長
、
前
田
學
盈
、
禿
氏

名
響
献
杯
℃
魚
濠
講
部
を
は
じ
め
石
溶
先
血
に

潮岬

�
�
ｯ
た
現
役
の
教
懸
傷
凱
濾
醐
『
罵
丁
鷹
約
燃

＋
捺
名
滲
列
。

　
第
三
や
四
閣
大
譲
密

　
京
都
佛
教
各
宗
畢
綾
聯
合
蓮
田
催
の
大
藏
奔

展
槻
が
十
｝
月
二
十
℃
二
牽
一
爾
口
に
鷺
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸
○
繊
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陳
測
窺
に
て
得
渡
れ
海
℃
　
、

　
搬
擬
物
に
就
い
て
℃
央
々
紳
搬
鰯
較
…
綿
鋭
織

　
「
鑑
藁
傳
聲
児
」
禿
靴
儲
鮮
矯
は
《
臆
擢
提
拶

喪
総
に
就
い
て
」
乏
題
し
締
慣
影
脚
∬
つ
懇
。
一

　
㌶
醗
麟
戴
凝
．

　
職
漁
に
お
い
て
は
漂
動
、
東
洋
一
撫
勘
佛
嚢
窺

轟
離
會
繰
に
韓
選
一
翻
の
弼
禽
及
が
廻
繭
識
鑓

．
繍
脚
な
獲
嘱
し
て
み
る
。
槻
關
誌
燃
籠
谷
馬
鞭
篇

　
綜
諜
概
年
無
に
拙
筆
猿
…
．
翻
奮
綴
販
㊨
撃
慮
○
．

大
谷
大
肇
史
墨
科
彙
報

○
昭
灘
骨
騰
年
十
弩
骨
八
、
九
穀
、
…
…
∵
罎
膨
撚
数

援
綴
都
の
事
に
惣
鳥
肉
及
び
勤
灘
寺
を
灘
學
。

○
　
幸
團
”
叫
臼
午
復
…
三
尊
よ
蓼
大
谷
大
継
馬

℃
中
繭
興
醒
講
好
勧
懲
＋
六
醗
江
口
翫
讐
つ

た
。
　
　
大
無
澱
嶽
灘
の
灘
課
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
慨
．
俊
灘
磯

○
哺
雪
±
鷺
井
后
簿
議
瀕
大
浴
穴
糧

麺
て
宏
の
如
邉
史
溺
大
曾
を
翻
い
勘
。

　
二
奈
瑛
朝
縛
代
の
携
鰯
に
ウ
い
て
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pt．

　　　　”　．．　　鞘　「　　　端．噌．冊　「「「　皿　．「　噌　粕”pa，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
懸
俊
秀
氏

　
編
、
Φ
鞭
描
騨
諏
｝
の
嚇
櫓
生
潅
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
椀
肉
．
　
淳
堤

○
絢
畳
ら
く
申
繕
霊
れ
て
る
赴
風
災
櫓
醐
馬

脚
ず
ヤ
鶴
甲
難
一
史
、
霊
ハ
粥
…
文
陽
窄
の
姉
繍
ム
轟
群
繍
｝
漁
門
關
た

る
史
窯
奔
が
魚
網
さ
れ
識
の
融
き
黒
蟻
を
｛
“
つ

た
。

　
　
・
T
　
…
憾
β
．
山
ハ
錘
塾
後
哩
…
鵡
時

　
漢
字
の
宕
醐
に
つ
い
て
　
　
紳
鶴
蹴
二
郎
競

　
　
r
T
篇
鱈
月
山
ハ
疑
午
後
…
瓢
陪
”

　
紳
硫
『
の
建
國
に
つ
い
て
　
　
課
品
　
驚
下
節
筑

　歪
．es；f7

　垂欽
　奮

iキ騰
i畏

糠予
辞1

近
代
麟
帥
の
藻
議

　
一
朱
子
羅
の
撞
界
蹴
慰
事
砂
新
史

　
、
．
的
位
澱
一

　
　
　
　
　
　
…
・
二
側
：
石
　
隅
、
　
憎

十
代
ゆ
鍼
翻
に
ウ
い
て

　
　
　
　
　
　
…
…
…
北
、
桝
　
敬
一

　
羅
愈
展
認
・
樫
界
蒲
麓
・
薪
郵
紹
介

良

Ψ

、

制
〇
六

三
　
　
輯
　
　
後
　
　
雛

購
嚢
響
燐
秋
斑
撮
欝
鷹
の
窟
郷
欝
張
腰
切
齪
拭
弾
ひ
、

印
溺
の
難
び
に
四
っ
て
る
翫
本
猟
の
獲
欝
嬉
圃
簿
魯
縦

の
止
む
な
嚢
に
灘
リ
ま
し
た
が
噛
聯
漉
に
戯
せ
ず
飽
く

ド
遽
純
學
欝
礫
誌
の
韓
競
癒
保
締
し
陶
臨
に
驚
き
電
袋
に

、
鷲
ら
し
遣
瀬
を
継
る
㊧
方
蔚
を
…
鍵
ず
べ
く
階
塞
禽
の

霞
嚢
揖
版
二
藍
暮
し
魔
漁
ぐ
本
騰
を
愈
蕪
各
龍
の
嚇
欝

に
お
懸
り
、
塒
家
る
撚
が
に
た
り
ま
し
た
。

舟
的
な
瑠
欝
に
次
鎮
鷺
樽
が
羅
辮
し
愈
二
段
畿
の
撫
難

愈
を
蔓
け
し
こ
と
竜
婆
｝
…
で
あ
罫
寮
し
た
鴨
本
倫
あ

　
一
幅
ハ
し
た
方
餅
例
と
…
鰯
Ψ
斑
罪
鞭
融
醗
門
腕
桝
へ
ゆ
麟
躍
一
三
款
蜘
　
…
も
魚
む

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
了
乏
せ
ら
匙
》
八
二
欝
ぬ
獅
観
護

と
協
力
を
撚
瓢
て
黎
端
銭
轄
次
第
で
あ
錫
震
ナ
。

　
欝
蝋
、
次
號
よ
夢
餓
℃
大
飯
憎
徴
脊
タ
イ
ム
ス
激
」

が
欝
版
の
勢
を
引
受
げ
ら
脚
、
年
脳
圓
暗
躍
費
の
撫
簿

も
着
々
焚
行
に
移
さ
青
る
瀧
び
志
な
り
、
來
年
糊
ー
ー
騰

行
の
次
號
は
、
灘
轍
典
の
賭
岡
葱
馬
嬢
邦
鷺
鍛
齊
代
灘

寵
國
家
の
問
題
を
央
為
中
心
と
も
編
韓
致
し
て
層
蓼
窟

す
。
　
、
御
期
待
下
港
い
。
置
　
．
（
鷹
藤
）
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